


ベートーヴェン曲

交響曲第 5番ハ短調

「選命」 作品67

（第 1面 ：-1. 第 1楽拿(8'32")/2. 第 2楽拿 (11'16")

3. 第 3楽拿、 第 4楽拿 (15'45") ) 
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交 響曲 第 9番 ニ短調
「 ~llEI~ El」 作品 125

第 2面 ：第 1楽軍(17'46")

第 4面 ：第 4楽拿(24'55") ) 

（第 3面 ： 1, 第 2楽拿(11'55")/2,第 3楽拿(19'34")

ペ～

ウィルヘルム・フルトヴェングラー指揮

匹

ウィーン ・フィルハーモニック管弦楽団

（第 1面 ）

国

パイロイト祝祭管弦楽団及び合唱団

エリザペート ・シュワルッコ ッ プ （ソプラノ ）

エリザベート ・ヘンゲン （アルト ）

ハ ンス・ホップ （テノール）

オ ッ トー・エーデルマン （バス）

フルトヴェングラーとこのレコードの演奏について

ぽ〈にとって，ウィルヘルム ・フルトヴェングラーほど身近に感じ ーのときは強制されな 〈ても 、 よろこんで 4 人が参加したという ·J•;尖

られる演奏家は居ない。プルーノ ・ワルタ ーは一つの憧れであり，そ はじゅうぷんうなずける。

の芙しさを甘でつつも絶えず物足りない想いをしてい たのは事実であ リリー・クラウスが述べている。 「私は，技術が完咆でその上深い

る。 クナッパーップッシュは偉大ではあるが、自分とあまりにもかけ 粘神性を持っていても，その人を蚊翡の芸術家とは呼ぴません。 なぜ

離れた態度によって最高の芸術を生み出した点に対し，親しみよりは なら演奏家にとっていちばん大切なのは川l輿性ですから……。 フルト

畏tliiの念を禁じ得ない。 ヴェングラーの即興が生まれるのはII乍日 でも 明日でもな 〈 たっ た今．

そこへゆくと 7ルトヴェングラーの楊合は裸になって共感できる。 演奏の最中に舞台の上で刻々と現われて米ました」 。彼女は続けて次

人によっては彼の演奏は近づきがたいというだろう。 あまりにも極端 のように 7ル トヴェ ングラーを讃美して いる。 「芸術家にと って，温

なテンポとダイ ナミソクの増減に抵抗を党え 色というだろう 。しかし かい人間性と愛の心は欠〈べからざるものです。その点においてもフ

少くともぽくにはそういうことがなかっ た。抵抗はむしろワルタ ーや ルトヴェングラーは最高でした」。

クナッパーップッシュにあったのである。 われわれ，フルトヴェングラーを心から敬愛する者として、 このク

フル トヴェングラーは、 クレッチマー流にいえば分裂型に属す る。 ラウスの言策は何にも増してうれしさの限りである。ペル リン ・フィ

モーツァル ト， ベートーヴェン，マーラー ，ワーグナー等々、 精神の ルハーモニーの楽員たちは， どんなに気分の悪い時でも、個人的な悩

最も深い洞察力をもった芸術家、はんとうの意味での感受性に富んだ みでいらい らしている時でも， フルトヴェングラーが一眼見てくれれ

人たちははとんど分裂刑であった。 しかしこの型の人間は自已中心的 ばもう幸福になってしまったといわれる。芸術家にとってこれ以 hす

であって人づきあいが悪く、 指揮者のように楽員を巧〈まとめてゆ〈 ばらしことがあるだろうか。

仕市には適さない。 クナッバーップッシュもそうだが，彼らは若い切

ずいぷん悩 んだことと息 う。 だが一度そのすばらしさが認められれば， フルトヴェングラーの「第 9」は1951年のパイロイトにおけ るワー

外面的なリードの巧さで引張る のではな〈、芸術の巨大な力で袢〈 の グナー祭に演奏された実演録音である。その見・']¥.さは他のいかなるレ

であるから，楽員たちは心から傾倒するようになる。楽天性とは正反 コー ドも敵し得ないし，今後もこれ以 Kの演奏が現われる可能性は き

対で，人生を深く追究し，深刻に悩む彼の滋術が何学的になるのは当 わめてうすい。何 といってもフルトヴェングラーは実演においてこそ

然であるし， ボ実フルトヴェングラーは折学的音楽家と呼ばれたそう 気狂いのごとく興布し，自已の持てる力をすべて出しつくす指揮者で

だ。格然たる形式美や音の1貸き）」， アンサンプルの機械的な緻密さ， あり， その特徴が「第 9」という大1111とマッチしてこんなに見']¥.な演

リズムの爽やかさといったものにはおよそ無緑で，その指揮ぷりは行 奏を生んだのであろう 。彼の棒の下，ペートーヴェンの音楽の本質が

しく 粘神主義的、内容主義的であった。 自ら1111の中に没入し ，類稀れ 蔽も生き生きと再現された。 われわれが感激するのは結局のところペ

な芸術性と＇情熱によって再 創造したのだが、彼の棒はいわゆ る正しい ー トーヴェンの芸術の力にほかならないのであって，それだからこそ，

拍子の図刑を描〈ものではなく ，絶えず小亥I]みにふるえながら音楽の 指揮者の使命は菫要なのだ。最近，客観的な演奏ということが呼ばれ

内容を示すやり方である。決して分りやすい棒ではなかったが， mれ ているが， 「第 9」のように人間ばなれのした偉大な魂を表現するの

ればかえって弾きやすかったらしい。彼のアインザッツはトスカニー に，指揮者が冷静であ ったら，い ったいどんなことになるだろう 。指

二のように正確ではな〈多少ずれるが，それはわざと不明確にふった 揮者が「第 9」の精神と同じ閥さ，同じ激しさ，同じ観占と輿而 と崇

結呆なのだ。表flti的な美しさやスマートさを軽視し， もつばら音楽の 高さの中に自 ら生きなければ，決して立の生命は再tJIJ造されないので

本質のみにII艮を向けた彼の態度の現われである。 ある。

フルトヴェ ングラーは即輿性を巫んずる人であったにも拘らず，他 第1楽章のテンボはまことにおそい。 メトロノーム記号は J"."'88で

の指揮者の 3倍 ぐらいリハーサルに時間をかけた。部分部分をてって あって非常に速いが，もちろんフルトヴェングラーはその時に応じて

い的にi'I分の音楽にし，しかも全1111は通奏しないで本番のJ.!JJ典に任せ 種々なテンポをとったにちがいない。舞台の上で自ら感じたテンボが

るのである。 「作曲者と演奏家を結ぷ絆は即興にある」と 彼は考えて 一番正しいのだから・・・…。舞台に出て来た彼は楽員たちに， 「J.棧無の

いた。 トスカニーニのように、 リハーサルで固めたものをそのまま舞 中から聴こえてくるように」と注謡 し，その彼の考え通りにうつろな

台に 出すのではなく ， -Ji~本的な粕神や部分の魂ごめは練古と変りがな 空！槌土度が鳴り始める。音秤はあ〈まで渋く ， しかし深く，スケール

いが，テンホ＼ダイナミソクなどは舞台における新しい創造にゆだね は気が遠〈なる〈らい雄大で、 ダイナ ミソクの振幅は人間業を超えて

たのである 。 つま り演奏の一回—l!!I が彼にとっては命を賭けた真剣勝 いる。だがその力は決して百パーセントのものではない。 リハーサル

負なのだ。 こういうやり方だと 出米不出来も烈しいだろうが，聴〈者 でパ リト ンの工ーデルマンが「おお友よ」と：吹い出したと き，フル ト

はベー トーヴェンの音楽がたった今この世に生まれてくる瞬間を共に ヴェ ングラーは「音楽はまだ始まったばか りなのに，なぜそんなにカ

体験するのである。彼の指揮で20年も 同 じ1111を弾きつづけたペル リン・ むのか」 と注慈したという 。実にフルトヴェングラーにおいて｀彼の

ワイルハーモニーの老楽貝は， 「7ルトヴェングラーの下 では，．何皿 全梢熱を燃発させるのは、終楽章のコーダを待たなければなら ない。

圃じllllを弾いてもその度に新鮮な感動を輿えられた。彼の指揮は一1国 それまで，彼はどんな に激しいところでも 80パーセン トの力で勝負す

一皿が祈しく，決してマンネ リズムにおちいらなかった」といってい る。巨大な桔神力と バソションが内部に渦巻き つつも、ゆと りを持っ

る。フルトヴェングラーの芸術の最店のすばらしさはまさにこの点に ているのでいっそう迫力を妍 し｀かえ って底知れぬ魂の偉大さが実感

あると息う 。ペル リン ・フィルにはコンサート ・マス ターが4人居て， されるのである。

他の指揮者のときには一人ずつ交代につとめたが，7ルトヴェングラ 宇宙が害崩を打って落下するような第 1主姐，その後の32分音符の
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下降音型が何 という 苦 しみを訴えることか。第 2主題への移行部にお

ける，む味深いリタルダンドと、その後のものものしい神秘感．暗黒内

でのまさぐり．すぺてフルトヴェングラーならではの表現だ。彼は全

体のおそいテンボを極力動かさないようにつとめており．それが立々

たる1成容をぶすのに役立っているが， もう 一つ1!11奥的な揺れ動きもほ

しいなしがする。おそら〈けI]の演於会ではさらに典術 した指揮ぶ りも見

せたことと思う。しかし14現部の終りあたりで急激に気分が乗り ．盆

感が慟いてテンボが.I::つてくるところなど．実に人間(1りである。

第 2楽淮も非常におそいテンポで巨大に開始されるが、こ こでは 7

ルトヴェングラーは心の抑制 を取除き．感梢の動きに従って川）[MU1りな

アッチェレランドをしばしばかける。彼の内心が手にとるように伝わ

って〈るが、 このあたり音楽を外側から作るのではな〈 ．ペートーヴ

ェンが作曲した ときの魂を追体験してゆ〈表現に 自然で生々しいい、づ

きがみなぎっている。 スケルツォの第 1部は',l/1]にあ っさ りと進み．第

2スケルツォに人ってから細部の楽器を鋭くえぐり始める。 まことに

枯神(1り、立体的なえぐり方であり．すさまじいアッチェレランドとと

もにhとも 7ルトヴェングラーらしい演柊だ。

中Ill]部はおそめのテンポとなつかしい汗色によって感慨深げに表出

Iするが． スケルツォに戻る 直前の大きな リタルダンドは1111の本質とぴ

ったり介致している。すなわち．のどかな中1:11部は僅かに姿を見せた

・nuにすぎない。 束の間の nヽ.11.,あわれ終＇）を告げて、名残り惜しい
フェルマータと 共に スケルツォに戻らなければならない。その後堤を

ひかれるようなi',';-感は、フルトヴェングラ ーの＆現によってこそ聴く

者の心に強い，訴えを与えずにはおかないのである。

第 3菜:;,tは¥/頭の木竹：の怖れるようなテヌートといい．，；玄の対旋律

を'I=.かしたパランスといい・/1¥fごしか・らすばらしい精神美を見せる。

"l~ f木 としてテンポがおそ〈．ワルターのような陶酔はないが． その渋

い表現の中で允分メロディを：：fl; ってお り.i斤学的な深味におい ては

番であろう 。第 2主題ではうちふるえるような人なつっこいピプラー

トを｀いつばいかけて. i:.~ か〈 I.,!'itしい人間味を見せる のだ。

年名いたペートーヴェンは愛の中に快〈身を投している。花園を逍

遥する中福なi皮。 しかし令秤が行内の,lfを発してペートーヴェンをLEI

園的な郷愁からII乎ぴさます。 苦悩から逃避してはいけない。真の歓if.

を得るために54歳の彼は歯を〈いしばって．自分自身のために、全人

類のために雄々しく立 I:る。フルトヴェングラーの表現ではトランペ

ッ トのテヌートがいやが I:.にも悲1剖的な紅味を現わし． それに応える

第 1ヴァイオリンの悲桶で． しかも美しさの極みともいいたいカンタ

ーピレ．はんの僅かな人1こ臭もなく脊楽が生きた瞬間であろう 。終結

illlにおける手さぐりで進むようなデリカシーに至っては、フルトヴェ

ングラーのせんさ いな神経に直接ふれる想いがある。

しかし彼の実力がM,況に発揮されているのは疑いもなく終楽京であ

ろう 。 ここにおいて彼は今まで抑えていた感梢を誰に気がねすること

しなくぷちまけ．聴衆を音楽と粕神の高みに押し流してしまう 。安逸

をむさぱった i'Jらの魂を引裂 〈ように他々し〈 開始される H頭．フル

I、,7 .Lングラーは速いテ ンボでぐんぐん進む。 その気追のものすこ＇さ

もべることながら. fJk•; 女のレシタティーヴでテンボを沿さないのはば
〈(/)'I.IIる限りにおし、てフルトウ rングラー だ(tである。ベー トーヴェ

/)'1 ¥:{11,",MtしI・. fil L tンボ'I,,:各-'<I I .• 指定し/.:.: (/)レ／夕 ti
, ・, I. • ,;, I I•, り〈ー I(11 (fl,i(J'J(. /)'I、 · 111~1 りII C ,h ?, , I //・I ,'• I ,., 
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ェングラーは音の嗚りが悪〈なっても． 「今までの音楽は「l分の求め

るものではない。もっと強〈． もっとすばらしいものを今こそ探そう」

と語りかけるペートーヴェンの断固たる決紅を生かす。彼の場合．決

してペートーヴェンの楽諮に忠実なのではな〈．ペートーヴェンの枯

神が要求したことを感じとったまでである。 それはフルトヴェングラ

ーの．ィ ン ・テンポでぐんぐん進むレ シタティーヴにHを傾ければ11).j

らかであろう 。 しかも第 2楽窄のスケルツォt如を否定するところで
はテンボを落し．第 3楽窄の災しいテーマの否定では楽諸にない隙弱

をつけて未純たっぶりな気持を現わす。ペー トーヴェンは第 3楽常の

愛の花[~が忘れーられないのだ。危う＜負けそうになるベート ーヴチ ン
の心。まことにメカニックでないフルトヴェングラーの芸術家たるこ

とをポす瞬間である。

歓 i'~主題がパスで出る1/I前の大きな!illは．後の行進鼎に人る前のそ

れとともに， フルトヴェングラーが・x演だからこそIll米た表現であろ
う。おそら〈彼は誰か一人の奏者が弾き始めるのを待っていたのかも

知れないし．棒ではな〈眼でサインを送ったのかも知れない。 そのよ

うに想像できるはど歓ク，ーヒ題は遠〈から[Jr!こえてくる。 この表現を冷

張とか芝居気たっぷりというようにしか取れない人は．演奏の生命を

感じない人である。

クレッシェンドとアッチェレランドが結ぴついたすばらしい盛上り

につづいて．いよいよパリトンの独II/',が出る。 ちょうど風邪を引いて

いたというェーデルマンだが， ワインガルトナー他のマイヤーに匹敵

する 見Jiさだ。 このソロを支えるビチカートの意志的な進行． そして

「神の前に」のフェルマータのいつ呆てるとも知れない長さ、実さい

フルトヴェングラーとしては，一 日中でも延ばしたかったに違いない

し，次の間では彼の棒は阻↓1!iのあまりぶるぶる；，超えていたことだろう 。

ついでながら、 7ル トヴェングラーの「第 9」には戦争中にベルリン ・

フィルハーモニーを指揮した演奏会の緑音槃（ソ連で発売された）が

あるが．これを聴くとフェルマータはさらに長い。 しかし心理的な長

さ．つま り水遠を感じさせる公の力ではバイロイ ト熊の方がず っrJ:. 
である。総じて10年前の 7ルトヴェングラーの表現は．部分的な桶切

さできわ立っているにも拘らず．全体の大きな造咆ではやはりパイロ

イト盤に敵し得ないのは、むしろ当然のことではあるまいか。

速いテンボで旋れ狂うォーケストラのフガートにはぎりぎりのいの

ちがI!者かっており． 二 屯7ーガの速いテンポもすばらしい。ここには

8分音符による細かい音利が弦楽器の伴奏にあるため．よほどゆっ〈

りでないと完全に弾けないのだが， フルトヴェングラーは委細かまわ

ず突き進む。ワルターが極度におそいテンポをとって、弦楽器奏者に完

全に弾〈歓ぴを典えているのに比 して著しい違いだが，ぽ〈は断固 7

ルトヴェングラーを支持してやまない。

いよいよコーダがやってくる。彼はますます輿蒋し．我を忘れ． オ

ーケストラだけのプレスティッシモではおそるぺき速いテンボをとる

ので、オーケス トラは嗚っていないし．ア ンサンプルも乱れている。

しかしこれで良いのだ。ここは遥か天上に抱き合いつつ昇ってゆ〈人

類の姿を現わす部分だ。 そして目くるめ〈ような嵐に聴〈者を咎きこ

みつつ. Iサげを続ける途中で突然消え去ってしまう 。 これはさすがの

ペートーヴェンにも音楽としては表現できなかった．人間の能力を超

えた終結なのだ。 「第 9」はまだ終っていない ／ そう思えばこの結

16はますます紅味深〈 ，ペー トーヴェンの公術性はいよいよ翡い。 し

にか ）てiり(/,さにおいては超ス L ドのテ ンボをいささかも弛緩さける

ことな〈 ．漸増するアッチェレランドとクレッシェンドの中に． クラ

イマックスの頂点で突如として終らなければならない。楽謂のメトロ

ノーム指定は.J =132でかなりおそい（ワルターやトスカニーニぐらい）

が．ペートーヴェンのメトローム指定は大いに疑問が持たれており ．また

当時とは人間のテンボ感やオーケストラの技術もちがう 。 しかしそん

な理屈はどうでもよい V ここはプレスティッシモ（蚊も速く）なのだ。音

楽そのものが何よりも速いテ ンボを要求しているではないか。

7ルトヴェングラーといえども．スタジオ緑音ではこんな気狂いじ

みた表現は不可能だったろう。 このレコ ー ドを聴いたあとで他の演奏

を聴〈と ．あまりにも理1生的な態度にかえって反感をおぽえる。他の

指揮者はまるで交通格埋をやって いるだけではないか。 あんなのを再

創造とか再現芸術とかいうのはおこがましい。 フルトヴェングラーの

表現でこそペートーヴェンの息忠は牛き．全人類は遥か）i¥. 空の下．愛

する父に向って連れ去られるのではあるまいか。

なお、ソ連態の演奏も 詞 じテンポだが．ここではオーケストラは完全に

嗚り切り ．アンサンプルにも，f;Lれを見せておらず．その結果．鮮やかではあ

るが危機感が無い。すべてはあらかじめJIJ.立されたものとして嗚りひぴい

てしまう。まことに芸術というもののむずかしさを術感させるのである。

「第 5」はスタジオ録音である。 フルトヴェ ングラーはこの1111を全

部で 5皿も録音しているがその中の二種は実況録音であり．何とい

っても鬼気迫る感動のすさまじさでは群を抜いている。 しかしスタジ

ォ録音にはそれなりの良さがあって、フルトヴェングラーという指揮

者を別の角度から眺めることが出米る。

彼は聴衆の居ないスタジオでは気狂いじみた阻t1!1をぷすことがない。

むしろこの演奏がレコードとなって何j11jも聴かれること を紅識し．す

みずみまで神経の行きとどいた指揮ぷ りをするのである。 テンポは全

4楽卒を通じておそく．アッチェレランドは少しも川いない。Kきな
リタルダンドや11りも極力押えて． じっ〈りと音楽をえぐ つてし＇）） 〈ので

ある。 その意味で．第 2楽1;,tは神品ともいえる名iii(だ。物.f'J!(1'.J, ,・'r-楽

的な楽器のバラ ンスは11と高であり ｀ ドイツの伝統の I・.に築いた彼のfl~I

性が化開〈 。 フォルティ ッシ モの精神））はおどろくぺきだし． これだ

け深い演奏というのはフルトヴェ ングラーで も珍しいのではあるまい

か。やはりスタジオ鉗音である「エロイカ」の第2楽収が絶品だったこ

とを想うと，緩徐楽京ではあまり輿布しない方が良いのかも知れない。

スケルツォもすばらしい。うめ〈ようなものすごさを持った fl~•;女の

出。sfpの生きていること。 行楽とはりi.に美しい．快いものではないこ

とを身をもってポした例である。実にスケルツォはフルトヴェングラ

ーの手によって高い悲劇となった。 トリオにおけるチェロやコ ン トラ

パスの生々しさは．音楽を外而的に1岱きあげることのみを、占同する現

代の指揮者に聞かせたい〈らいだ。 これがはんとうのペー トーヴェン

であり ．ほんとうの精神的な美しさなのである。 しかも 7ルトヴェン

グラーの心のゆとりは，緊迫感を湛えつつも少しもいら立つことがな

〈．底知れぬ大きさをぷしてやまない。

両端楽す；tはまことに堂々たる演奏である。おそいテンボに 作楽が溢

れ出るようだ。どちらかといえば終楽咲の）］がすばらし〈、第 1テー

マの壮麓の極といいたいテヌートや・全体のスケールの大きさにはあ

らゆる讃辞を-t:I・しむものではない。尖油ではすさまじいア ッチ<レラ

ン ドをかけるコ ーダ も、 ここではおそめのテンボを崩すことな く ． ＇： ；，•

々と終 リを？；げる。Ml11JJltiし、ても飽 さなし、 名i'J(/.:s. 思.i 



第 5 交響曲 「運命」

ペートーヴェソの創作力の最も旺盛な時期に作られ，また殻高度

に鍛え上げられた傑作である。交響曲形式の持つ殻森の生命をペー

トーヴェソはこの曲の中に盛り上げたのである。

彼はこの曲の冒頭の動機を説明して「このように運命が戸を叩

く」と云ったと｀ンソ トラーは述べているので，この言葉から「運

命」と云う名が生まれた。従ってこれは作曲者のつけた標題ではな

い。この曲を標鼈音楽のように解釈してはならないことは云うまで

もない。この曲のもっ倣しさとはげしい意志とはそのような標語を

顧みている暇のない程圧国的である。けれどもこれは単なる音楽の

ための音楽ではな くして，何か力強いもの，偉大なものを象徴する。

「運命」と云う名で一般によばれていることは，このような象徴カ

を具体的なことばで現わそうとする甚だ拙い努力の現われである。

この曲は1808年に完成されたが．最初のスケッチは既に1803年に

見出され, 1806年まではベートーヴェソの頭からこの作品のことが

離れなかったことを示している。その後暫く他の作品を書いたが．

結局推設を重ねて， 1807年の末か翌年の初め頃に出来上がったと思

われる。

初演は1808年12月12日ウィ ーソのアソ ・デア・ウィー ソ劇場に於

て．ペートーヴェ｀ノの作品だけの発表会で，作曲者の指揮で行なわ

れた。この時は第6 「田国」，合唱幻想曲なども演奏された。

管弦楽編成は 2管綱成（第 1交愕曲の場合）のものに第4楽卒で

特にピッコロ I'コソトラ ・ファゴット I,トロ ソポーソ3が加え

られる。

第 1楽章 アレグロ ・コソ ・プリオ ハ短調

この楽店はソナク形式の最邸の表現であると云ってよいであろ

う。リーツラーやシェ｀ノカーも指摘している通り ，冒頭の運命の動

機は最初のだけでな く，二つ合わせて，つまり 5小節ま とめて把樫

すべきである。それでこそ第 5小節のフェルマークの意味がはっき

りする。ペートーヴェ｀ノが何故最後の二音を 2小節に亘って延ばし．

フェルマークをつけたか？ それはフルトヴェングラ ーが詳細に考

察している通り，ベートーヴェソはこの動機二つとも合わせて聴者

に把えて頁いたかったからである。（主類の最後の音を特に延ばし

て，後続から引き離し，際立たせようとすることはベートーヴェソ

の好んでする手段である。）かく考えることによってこの動機の持

つ窟味は単にリズム形だけでなく ，音程問閤が重要になって来る。

つまりこの 5小節にはトー嬰ホーヘーニと云う音進行が見られ，

全体には 3度 2度. 4度と云う音程が存在している。この中第2

小節から第3小節へ移る上向 2度は特に耳に入り，特に重要であ

る。要するに運命の動機群は基本リズム形のみならず，音進行の基

本をもその中に含んでいることになる。

だから第2主題 (63小節から）もまたこの音程関係のみをその中

に含んでいる ことも注目される。そして低弦が運命のリズム形を第

2主辿の中に刻みこむことによって初 1主関による統ーは一層緊密

なものとなる。

第2楽章 アソダ` ノテ ・コ‘ノ ・モト 変イ長調 自由な変奏曲

iiii楽平のはげしさに対し静かな瞑想の曲ではあるが，前楽卒同様

男性的であり，意志的な力強さを失わない。主阻はヴィオラとチ ェ

ロの斉炎で始まる。次いで木管，弦と移り，力強いハ長調となる。

楽曲解説 湛E辺護

それからまた変イ長調に移る経過部のピアニッシモは美しい。

第 1変奏は第50小節からで，ヴィオラとチェロの16分音符の動き

から始まる。第2変奏は第39小節からで，ヴィオラとチェロが32分

音符で動きはじめる。第3変奏は第 185小節からで， ヴァイオリ` ノ

に主迎が力強く現われる。コーダは第230小節のピウ ・モッソから

で，曲を謀潮させ，終わりに迎く。

なお第2変奏の部分は特に長く，途中であたかも 3部形式のトリ

オのように気分の違った部分が入る。

第3楽章 アレグロ ハ短調

この楽章がスケルツ ォでありながら，それと明示されていないの

は．この楽立が終楽章への序奏的意味を持ち，平均のとれた 3部形

式になっていないからであろう。ベートーヴェ｀ノはこの楽章が一つ

の完結した独立性を持つ楽なとしての印象を避けようとしたと思わ

れる。

即ち． トリオのあとに婦って来るスケルツォは，はじめとはかな

り異なり，弦のピッチカートとファゴットが主となり，終始ピアニ

ッシモが保たれ，第 4楽立出現の効果を商めている．のである。

第4楽章 アレグロ ノ、長調 ソナク形式

全管弦楽が，何ら曇りのないハ長調を以て，カー杯に主起の凱歌

を奏する。第 1楽立の知い動機的性格に対立して，この主類はその

力強さをどこまでも押して行こうとする長いものである。また第 1

楽蹂が運命の動機にひたすらすぺてを集中させようとしたのに対

し．ここではかなり多くの動機が出現して並説される。即ち，第 1

主題 (A)のあと26小節から管が経過楽句 (B)を入れ．これが展

開して，第2主題 (C)に到達する。これは第 1ヴァイオリソで奏

され (44小節から）．その 3辿音の音型には明らかに運命の動機の

リズムが含まれている。また弦が急激に上昇し下降してのち．二長

調でヴィオ ラと木管に力強い楽句 (D)が現われる。続いて漸強し

て提示部を終わるのであるが，これら四つの動機が実に有機的に結

合されている（このレコードでも通例に従い提示部は繰り返されて

し、なし、）。

展開部の特徴は第 1主阻でなく ．第2主題が素村となっているこ

とである。

再現部に入る前に．形式上からも第 3楽京の終わりの部分をもう

一度出さねばならないが，それによってこの元気のよい陽性の勝っ

た終楽章に一抹の影と ．変化を与えることができた。勿論ここでは

第 1主類への突進は第 1回□よりはずっと簡単に扱われている。
型通りの再現部の後，終結部が展開部同様第2主題を素材にして

展開され，更に歯切れのよい和音が続いて曲を終わるかに見えるが．

主和吝の次に屈和音がつけられ．フrJットがBの動機を奏し．ホ

ルソ．フルート 等が次々と入って曲は再び盛り上がる。更にプレス

トとなってDの動機が何回も躁り返される。つまり BとDとが提示

部に現われたのはこのコーダの伏線だったわけである。そのあと歯

切れのよい和音は続いて．今度こそ問違いなく終結に至る。

第 9 交響曲 「合唱」

この曲は第8交四曲ののち11年後に完成されている。しかし 6カ

年以上の年月を費やし，苦心して田かれた。広い人類愛を歌った シ

ラーの詩「歓喜への頌歎」に音楽をつけることは楽型23オの頃から

の宿望であった。そこでこの詩を合唱として 1楽序に加える「ドイ

ツ交悶曲」 SymphonieAllemandeを構想した。しかしやがて父笞

曲に合唱を入れることに確信が持てな くなった。そこで合唱を切り

離して，器楽曲にすることとした。しかし「歓喜への領歌」がどう

しても諦めきれず，三たぴ構想を変えて 3楽章が出米上がっていた

のに拘らず，終楽章を合唱の入ったものにした。

従って器楽の 3楽章と合唱終楽平とが連繋のうすいものとなる危

険があったので，ベートーヴェンは今日の終楽卒の森入部に見られ

るように天才的な済想を以て結びつけたのである。

この曲が初滅されたのは1824年 5月 7日，ウィーソのケルソトナ

ートール劇場で「荘厳ミサ曲」の一部などと共に油奏されたu 耳の

遠いベートーヴェ｀ノは聴衆の喝采に気づかず， アルトの独唱者が彼

を聴衆の方に向き直らせたという話は有名である。

楽器編成は従来のペートーヴェソの古典的性格がかなり拡大さ

れ，フルート，オーボ工， クラリネット，ファゴット各 2'ホルノ`

4, トラ` ノペット 2, トロ ソボーソ3, ティソパニ2, 弦楽合奏で，

第4楽立ではヒ゜ッコロ， トライアソグル，｀ンソバル，大太妓が加わ

り， 4独唱者と混声合唱が参加する。

第 1楽章 アレグロ ・マ ・ノ`ノ ・トロッポ，ウソ ・ポ、コ ・マエス

トーゾ ニ短調

第 1主歯が示されるまえに16小節の序奏的部分が来る。ここは空

虚五疫の上に弦が第 1」：：題を断片的に f示する。まだ調子の決定さ

れていない模糊たる気分が漸強さ れて，力強く第 lJこ迎となる。

（空1.Jii.li.度が二短調のJ::音上でなく，屈斉上であることは注口に値

する）。この序の気分もまた我々がこれから長大な交愕曲に入ると

云う意味深さを示している。

第 1上穎は19小節から成る膨大なもので，八つの異なった動機形

から成る。木管群三度進行の軽やかな経過部を経て第2主穎 (80小

節から）が優雅に木管で奏せられる。はじめの序的部分が戻って米

て展開部が始まる。注且すべきは再現部のはじめ (301小節）で， ff

的部分が三度帰米するが，ここで冒頭とは全く異なる再現の特殊意

味が十分に発揮されている。ここでは空虚五度ではな く，長三和音

であり，全管群によりピアノでなくフォルティッシモで奏せられ，

最も力強い）j法により 二短謁に達している。主題はもはや探り求め

られるのでなく，既知のものの再米，確保としての力強さと喜ぴが

惑ぜられるa 終結部 (428小節から）も力強いものであるが，最後

の3小節で主閉の動機を出して簡単に終わっているのは次の楽音ヘ

の期待を持たせるものと思われる。展開部と終結部は共に楽聖の主

題展開の非凡さを見せている。

第2楽章 モル ト・ ヴィヴァーチェ ニ短調

明記されていないがスケルツォ，それも大規模なものである。通

例とことなり，ここにテ巧ドの速い楽章を持って来たことは，この

交愕曲全体の構成を考えれば容易に納得できる。ペートーヴェンが

はじめて交愕曲にスケルツ ォ形式を迎入した時，何人がこのような

壮大にして激烈な内容を持つものに成ろうと想像したであろう。こ

の楽布はベートーヴェ‘ノのスケルツォの最邸の作である。

スケルツォ部自体が ソナク形式をとる。 蔽初の 8小節の序ではオ

クターヴにあわせたティソバニが独特である。第 1主題は先ずビア

ニッシモで対位法的に扱われている。強奏となった後，木管が音(,・

のばすと，その後第2主題 (94小節から）が管で奏せられる。弦は

第 1主迎第 1小節の吝型をくり返す。捉示部はくり返されて展IJfl部

(AA-8188-89C2) 



に入る。（右の第 2主題では今日の通例によると ，ワーグナーによ

って改訂されたようにホル｀ノが旋律砧奏に参加 している）。

トリオは田図的な楽しさを持つ点では伝統的である。 2/2拍子，ニ
長調である。更にスケルツォに戻り 曲を終わる。コーダにトリオが

一寸頻を出すのも面白い。

第 3楽章 アダー・ノョ ・モルト ・エ ・カソクーピレー

アソダ‘ノテ ・モデラ ー ト

この楽章は口｀ノド形式と変奏曲形式とを併せたもので，次の各部

より成る。

A-B-Aの変奏ーB-中間部ーAの変奏ー終紀部

この中Aはアダージョ， Bはやや速くなりア｀ノダ｀ノナ ・モデラー

トで二長調に変わる。 AもBも旋律は弦によって奏せられるが, A 

では木管がこれに短く答えるに対し， Bでは木管か弦とーしょに演

奏する。ただし2回目のBは木管だけが主題を奏する。中間部は木

管やホルソが美しい重奏を続げ，弦はピッチカ ートを加える。続い

てヴァイオリンがAの変奏をじょうじょうと続けて弾きはじめる。

この美的陶酔はファソファ ーレ風の強い楽句にさえぎられる。終楽

章が近づいたことへの贅告である。ここから終結部となる。

第4楽章
歓喜の頌歌の始まる前に，人は多くの難関をのり 越えねばならぬ。

歓喜を見出すまでの道程これが第4楽章尊入部である。ワ ーグナ

ーが恐怖の斉奏と呼んだ奇怪な騒音がプレス トで管楽器に現われ

る。チェロとコソトラバスがレチタティーヴォを奏する。歓喜の主

類を探し求めているのである。これに対し管楽器が先ほどのさげび

をくり返す。レチタティーヴォはこれではないという。次に第 1楽

章の序が現われる。意志の力であるかというのだが，レチタティ ー

ヴォはそれでもないと答える。続いてスケルツ ォ楽章の主題も登場

する。このような感覚の熱狂でもないとレチタティ ーヴォが力強く

打ち消す。更に第3楽章の主坦が仄見するが，かかる女性的な陶酔

でもないと打ち消されてしまう。それでは， とばかり木管は二長調

の明るい旋律を少し出す。 レチタティ ーヴォはそうだ，これこそ待

望の主題だと肯定する。これで導入部を終わり，アレグロ ・アッサ

イ，二長調で，チェロとコン トラバスが歓喜の合唱の主題を斉奏す

る。この楽章は大体変奏曲形式と見るのがよいと思うが，かなり独

特な形式を持つ。

歓喜の主題は楽器を次第に増 してくり返され，この楽章冒頭と同

じ不協和の叫びに注ぐ。バリ トソ独唱がこれを受けて，「おお，友

よ，このような音ではなく， もっと快い， もっと喜びに満ちたもの

を歌おうではないか」のレチタティーヴォを歌って，歓喜の主題を

首唱する。その後には重唱と合唱がくり返され，又変奏されて統く。

次に主題はトライア｀ノグルやシ｀ノバルなどを伴ったトルコ行進曲

風になって新しく現われる。％拍子でテノ ール独唱が従う。

次はおごそかなア｀ノダ｀ノテ・マエストーゾとなり， トロ` ノポーソ

とともどもに男声合唱が「百万の人々よ」と斉奏する。

更に終曲，アレグロ ・エネルジコの二重フーガとなり，合唱のア

ルト ，ソフ` ラノと，8小節おくれてテノールとバスが続く。曲調は

更に転じて，アラ ・プレーヴェとなり，弦がピアニッ シモでざわめ

き，四重唱が詩の、はじめの言葉を歌う。合唱が途中から加わり，速

度と強さを増してこの巨大な曲は完結へと突進する。

右に掲げられたジルラーの9寺は全文ではなく，凡そ三分の一にすざず，それもペー トー

ツェソがn,1,1こ切りはなして配列してある。そこからJ.lhてペー トーヴ，．ノのりえな成み

とることがIll来よう。とくに.'6楽のヒでクライマック人に歌J,/1/.:り，""'虻も くり必さ

れCいるところは11l賢9バII分と.J,るぺさCあるう．

0 Freunde, nicht diese Tone! 

Sonrlern lrlsst ,ms rlngPnehmere 

Anstimmen, und freudenvolle. 

Freude, schoner Gotterfunken, 

Tochter aus Elysium, 

Wir betreten feuertrunken, 

Himmlische, dein Heiligtum ! 

Ceine Zauber binden wieder, 

Was die Mode streng geteilt; 

Alie Menschen werden Bruder, 

Wo dein sanfter Flugel weilt. 

Wern der grosse Wurf gelungen, 

Eines Freundes Freund zu sein, 

Wer ein holdes Weib errungen, 

Mische seinen Jubel ein ! 

Ja, wer auch nur eines Seele 

Sein nennt auf dem Erdenrund ! 

Und wer's nie gekonnt, der stehle 

Weinend sich aus diesem Bund ! 

Freude trinken alle Wesen 

An den Brlisten der Natur; 

Aile Guten, alle即 sen

Folgen ihrer Rosenspur. 

Kiisse gab sie uns und Reben, 

Einen Freund, gepriift im Tod; 

Wollust ward dem Wurm gegeben, 

Und der Cherub steht vor Gott. 

Froh, wie seine Sonnen fliegen 

Durch des Himmels pracht'gen Plan, 

Laufet Bri.ider, eure Bahn, 

Freudig, wie ein Held zum Siegen. 

Seid umschlungen, Millionen ! 

Diesen Kuss der ganzen Welt! 

Bruder I Uberm Sternenzelt 

Muss ein lieber Vate, wohnen. 

1hr stUrzt nieder, Millionen ? 

Ahnest du den Schopfer, Welt? 

Such ihm Uberm Stcrncnzcll I 

Ober Sterncn muss er wohntn. 

(AA tlltOI tlllll) /7"7t ,, ""'"'",., 帽"lln I● ＇ ・1』''",,., "、,r,11 - -

An die Freude 
（歓喜に寄す）

おお友よ，このような音ではない.I
もっとこころよし、

もっと歓びに満ちたものを歌いだそうではないか

歓びよ，美しき， 神のきらめき

楽閑よりの乙女よ

われら火の如く 酔いしれて

ともに汝の天の如き型堂におもむかん

汝の魔力は

世の習わしが強く引きはなしたものを再び結びつけてくれる

汝のやさしい痰のひらくところ
ばらから

すべての人々は兄弟となる

一人の友の真の友になるという

難事を克服したる者

貞淑なる女性を妻としたる者は

歓びの声をともに挙げよ

そうだ，この世界の中で

たとえ一つでも人の心をかち得た者も

そしてこれらに失敗した人はすべて

涙とともにこの仲間から去ってゆけ

すべての物は

自然の乳房から歓びを飲む

すべての善なる者も，すべての悪なる者も

自然のいばらの小径をたどる

その自然はひとしく我らに

くちづけとぶどうの房と．そして死によって試みられた一人の友を

与える

虫けらにさえ快楽が与えられる
チュ ラ ブ

そして神のみ前には少年天使が立っている

天の宏大な計画に従って

天のいくつかの太陽が飛びまわるように

走れ，兄弟たちょ．汝らの道を

凱旋の英雄のように歓びをもって

互に抱き合えもろびとよ/

全世界の接吻を受けよ /

兄弟よ，星の上の世界には

愛する父がおわします

地にひざまずいたか，もろびとよ，

泊物 l~の在すことに気づいたか，世界よ/

lll) I: の/II:界 に，彼化求めよ /

!, しII)I: に11~け必rゃぉわし出す
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